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愛知県田原市
定住・移住ウェルカムガイド

サーフィンが日常になる

たはら暮らし

サーフィンが大好きで、大好きで。
田原市に移住して、理想の暮らしを手に入れたサーファーのライフスタイルを大公開！

田原市公式Instagram　＃たはら暮らし
一人ひとりのたはら暮らし。ちょっとのぞいてみませんか。
Instagramで「田原市」（@tahara_kurashi）と検索。

インスタグラム

令和３年発行

ごみについて
■田原市役所　廃棄物対策課
　☎0531-23-3538
　haikibutsu@city.tahara.aichi.jp

上下水道について
■田原市役所　水道課
　☎0531-23-3532
　suido@city.tahara.aichi.jp

■田原市役所　下水道課
　☎0531-23-3525
　gesui@city.tahara.aichi.jp

公共交通（ぐるりんバス）について
■田原市役所　街づくり推進課
☎0531-27-8603
machi@city.tahara.aichi.jp

定住・移住についての総合窓口
■田原市役所　企画課
　☎0531-27-7978
　 jinkou@city.tahara.aichi.jp

空き家・空き地について
■田原市役所　建築課
　☎0531-23-3684
　kentiku@city.tahara.aichi.jp

スマイルタウン赤羽根について
■田原赤羽根土地区画整理組合
  （田原市役所街づくり推進課内）
　☎0531-23-3523
　

子ども医療費について
■田原市役所　保険年金課
　☎0531-23-3514
　hokenen@city.tahara.aichi.jp

妊娠・出産・育児相談について
■親子交流館　すくっと
　☎0531-23-1510（施設のお問い合わせ）
　☎0531-23-1520（相談専用）

■田原市役所　健康課
　☎0531-23-3515
　kenko@city.tahara.aichi.jp

■あつみライフランド　健康課
　愛知県田原市保美町寺西21-10
　☎0531-33-0386

保育園・子育て支援について
■田原市役所　子育て支援課
　☎0531-23-3513
　  jidou@city.tahara.aichi.jp

小・中学校転入について
■田原市役所　学校教育課
　☎0531-23-3679
　gkyou@city.tahara.aichi.jp

児童クラブ・放課後子ども教室について
■田原市役所　生涯学習課
　☎0531-23-3635
　syogaku@city.tahara.aichi.jp

新規就農・農地バンクについて
■田原市役所 営農支援課
　愛知県田原市加治町南恩中７-５
　（田原農業支援センター内）
　☎0531-22-1126
　einou@city.tahara.aichi.jp

職業相談・職業紹介について
■田原市地域職業相談室
　愛知県田原市赤石２-２（田原福祉センター内）
　☎0531-24-0050

■田原市役所　商工観光課
　☎0531-23-3522
　syoko@city.tahara.aichi.jp

■渥美半島観光ビューロー
　愛知県田原市東赤石５-74
　（道の駅田原めっくんはうす内）
　☎0531-23-3516
　HP http://www.taharakankou.gr.jp/　

【発行】 田原市役所 企画部 企画課
愛知県田原市田原町南番場30-1
☎0531-27-7978　　FAX0531-23-0669
HP http://www.city.tahara.aichi.jp/
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田原市の見所・観光について

定住・移住に関するお問い合わせ一覧

TAHARACITY

AICHI

私たちが「たはら暮らし定住・移住サポーター」です。
田原市に移住を決めました！
住むところ×地域のつながり＝定住・移住

私たち「たはら暮らし定住・移住サポーター」が、
たはら暮らしの第一歩をサポートします。

C O N T E N T S

移住経験者として、たはら暮らしを希望する方のサポートを始めました。



SURF TOWNSurfing  will be your daily life.

※田原市サーフタウン構想の戦略プランについては、田原市ホームページでご覧いただけます。 田原市ホームページ http：//www.city.tahara.aichi.jp  ＩＤ：1005765
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小川 史さん／photo：leejuke61

●駐車スペースやアクセス道ではモラルある行動と運転をお願いします。
●海の中でのルールやマナーを守り、楽しくサーフィンができるように心掛けてください。

［サーフタウン構想］（将来イメージ）

SURF
POINT

田原市の
サーフポイント

定住・移住希望者からの住まいや仕事等に関
する相談対応や情報発信、新生活のサポート、
空き家情報の市への提供を行うなど、行政と
地域、住民が連携して定住・移住者の受入
体制の整備・強化を図ることにより、定
住・移住につなげていこうと立ち上げた
制度です。
サーフタウン構想の中心となる赤羽根
地域をモデル地区として、移住された
サーファーの方々が、たはら暮らし定住・
移住サポーターとして活動しています。

たはら暮らし定住・移住サポーターとは

たはら暮らし定住・移住サポーターに相談希望の場合は

私たちが「たはら暮らし定住・移
住サポーター」です。

田原市 企画課へ

先輩移住者の生の声を聞こう！

相談内容により、サポーターを
マッチングし、ご紹介します。すでに、サポーターの方とお知り合いの場合は、直接ご相談ください。

〈問い合わせ〉田原市役所　企画課

●田原市役所 企画課 ☎０５３1·２7・7978 メール jinkou@city.tahara.aichi.jp
0302

弥八島周辺の
鳥瞰図

（将来イメージ）

田原市の赤羽根地域
は、太平洋ロングビーチやロ
コポイントをはじめ、サーフィン
の世界大会や全日本の大会など
が開催されている国内有数の
サーフポイントがあります。

田原市
サーフタウン構想とは、

赤羽根地域を中心に、サーファー
をはじめとする若者・子育て世代の
移住数を増加させる施策等を進めるこ
とで、赤羽根地域の活力維持・拡大を図
り、赤羽根地域だけでなく本市全域へ
と波及させ、持続的なまちづくりの
発展へとつなげることを目指

すものです。



絶不調だった当時、田原市に来た時の
“幸せに包まれた感覚”は今でも忘れられません。
小川　史 さん
大阪市住吉区で生まれ育つ。友人が住む田原市へサーフィン旅行をした時、
田原市の良さに惹かれて移住を決意。
現在、コーヒーとマフィンなどを提供するカフェを営む。

小川さんにとって、
田原市はどんな魅力がありますか？
僕の理想がすべて詰まっています。サーフィンもできる
し、ストレスを感じずに人間らしくいられる場所。結婚して、
子どもが３人いますが、子育てにも優しい街だと思います。
今まで描いてきた、「こうなったらいいな」という夢を、形
にしてくれます！

⒈朝、海に入る前に持参
したコーヒーを飲みな
がら、波のチェック
⒉自宅でマキネッタで淹
れたコーヒーを楽しむ
⒊１日に２回、自宅近くの
ロコポイントへ
４.サーフィンを楽しむ小
川さん

⒋新築した自宅で夫婦水
入らずのひと時
5/6.経営するカフェは、地
元の人だけではなくサー
ファーからも大人気
⒎ゆっくりと過ごすことが
できるおしゃれな店内
⒏「渥美半島たはらブランド」に認定さ
れた“ペーニョポンズ”
⒐ペーニョポンズの原材料ハラペーニョ
は自分の畑で作っています
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P4
カフェ経営
小川さん編
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田原市に移住したきっかけは？

大阪で生まれ育ち、中央卸市場で仲卸しをしていました。
１年のうち360日は仕事をしていたため、体の不調が続
き「自分自身を見つめ直したい」と退職し、海外へ一人旅
をしました。初めてハワイに行った時に、サーフィンを知り
人生観ががらりと変わり、その後、アメリカやヨーロッ
パ、アジアなど、サーフィンをしながら20か国以上を旅しま
した。友人が住んでいた田原市へサーフィン旅行をした時
に、自然豊かな環境や、ゆったりとした雰囲気に惚れて、
移住をしました。

田原市に住んで、サーフィンと暮らし、
自分自身に変化はありましたか？
田原市に移住したのが33歳の頃。地元のサーファーとも繋
がり「自分も上手くなりたい！」と、当時は、１日６回海に入
るくらいサーフィンを楽しんでいました。現在は１日２回ほ
どに減りましたが、常に海は身近に感じられます。サーフィ
ンは空気のようなもの。ここに移住してきたのも、サーフィ
ンがあったからこそ。移住した後、体調も良くなり、自分の
好きなことができる環境にいることが、とても幸せです。

お店を持ちたいと思ったきっかけは。
海外で初めてエスプレッソコーヒーを飲んだのが忘れられ
ず、田原市でエスプレッソのお店をオープンしたいと屋台
からスタートしました。念願のお店を持ったのは2012年。
そして2021年には、築70年の元・保育園をリノベーション
した現在の店舗へ移転しました。太陽の光がたくさん入る
ので、小さな観葉植物を置いていたのですが、自分の背丈
以上に大きく育ち、最高の環境です。また、2018年には定
住・移住の補助金を使って家を新築しました。自分でつく
るのが楽しいので、住みながら少しずつ手を加えていま
す。

オリジナル調味料を開発されたそうですね。
自分の畑で作っている“ハラペーニョ”を入れた「ペーニョ
ポンズ」というオリジナル調味料を作りました。メキシコを
旅した時、ハラペーニョの美味しさに感動し、帰国後いろ
んなハラペーニョを食べました。しかし、どうしてもその美
味しさが忘れられず、自家栽培しました。
土作りから種まき、収穫、加工、商品まですべて手作りで
す。農業は初めて取り組んだのですが、田原市は新規就
農のサポートも手厚く、農業を始めやすい街だなと改めて
体感しました。

起床
ロコポイントでサーフィン
家族みんなで朝ごはん
子どもたちを学校へ送り出して畑作業
お店の開店準備
お店を閉店　畑作業
ロコポイントでサーフィン
家族みんなで夜ごはん
就寝

4:00
4:30
6:00
8:00
9:00

16:00
17:00
19:00
20:00

photo:M.kitamura
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Time Schedule



那須 憲治 さん
岐阜県多治見市で生まれ育つ。サーフィンをきっかけに20歳の時に田原市へ移住。
しらす漁の仕事をしながら2009年ロングボードのプロ資格を取得、2017年現役引退。

小学生の頃から海が見える暮らしに憧れていて。
その理想を家族で実現しました。

田原市に移住したきっかけとは？

子どもが小さい頃、休みが全然取れなくて。海も遠く、
往復６時間くらいかかる場所だったので、自分の好きな
ことをやろうと思って、海がそばにある田原市に移住を
決めました。

現在、自然栽培の農業を営んでいるそうですね。

農業をやってみたいと思い、無農薬無肥料で栽培し、
通販を行う農業法人にお世話になっています。新しく農
業を始めると、なかなか土地もないし、場所を探すのも
大変。少ないスペースの中で、ある程度収益もあげられ、
その土地に合った作物作り（さつまいもや大根）が良い
かなと思い、自然栽培という方法でやっています。

森屋さんの家は空き家を活用されたと伺いました。

現在田原市には、空き家・空き地バンクという仕組みが
あります。僕が来た当初はなかったので人づてに探しま
したね。自分で手直ししながら生活しています。空き
家・空き地バンクなど、どんどん活用されると良いです
ね。

森屋さんにとってサーフィンとは？

趣味というよりは、生活の一部です。波の状況が分かる
場所にいないと、実際良い波には乗れないのです。暮ら
しの中で波を見られる環境を目指した結果、今の自分
があるように思います。

田原市に移住したきっかけは？
20歳の頃、世間ではサーフスタイルが流行していました。
実際にサーフィンをしたいと思い田原の海へ行き、サーフィ
ンの魅力にはまりました。当時は、岐阜県から海まで往復
５時間かけて通っていました。サーフィンをやっているうち
に、負けん気に火がつき「プロのロングボーダーになりた
い」と思うように。
仲間に相談したら「田原市に移住したら上手くなる」と聞
き、すぐに田原市に住みました。

ロングボードのプロになり夢が実現しましたね。

海と住まいが近い環境になったので、毎日海に入って練習
をし、2009年に念願のプロ資格を取りました。プロになっ
てから、試合も中途半端になってきた時、「これではいけ
ない」と思い、昨年全国の試合を巡ってプロを続投するか
しないか、自分なりに考えてサーフィンをしました。結局は
現役引退をしましたが、もちろん今でもサーフィンはしてい
ます！試合という重荷から解放されて、今は肩の荷が降り
た状態で楽しみながらサーフィンをしています。

⒈古民家に住むのが夢だったとい
う森屋さん。広々としたお庭で
家族との時間を過ごす
⒉奥様と、小学校３年生・５歳・３
カ月の男の子、お父さんの６人
家族で住んでいる（2017現在）
⒊お父さんと一緒に農業を営む森
屋さん

⒈サーフィンについて熱く語ってく
れた那須さん。地元サーファー仲
間からも愛されています
⒉船の操縦を担当する那須さん。ナ
ビやソナーを使って漁場まで行き
ます
⒊しらす漁は３艘１チームで行います
⒋とれたてのしらす
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森屋 政則 さん
東京都練馬区生まれ。埼玉県川越市育ち。
美容師を経て、田原市へ移住。現在は自然栽培の農業を営む。

P6
農業
森屋さん編

1
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3
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P7

しらす漁師
那須さん編

仕事について教えてください。

移住当初、仕事をどうしようか悩んでいた時、サーファー
仲間の親戚がしらす漁を営んでいる話を聞き、しらす漁
の仕事につきました。しらす漁の仕事は、早朝から沖でし
らすをとり、昼頃に港へ戻り、競りにかけるまでが仕事。
14時ごろには終了するので、夕方にはサーフィンができる
環境です。

仕事や住まいはなんとでもなる！ 夢を追いかけた。
扉は常に開いているからこそ飛び込めた。

田原市での暮らしはどうですか？

地域のみんなが優しく、自分のやりたいことができる場
所です。初めは移住者に対して、地域の人との壁があるよ
うなイメージでしたが、自分でその壁を壊そうと、地域の
ゴミ拾いをしたりと、地元の人と溶け込むように努力した
りしたら、案外すぐに仲良くなれました。結婚し、子ども
は３人で、中古物件の家を購入しました。空き家・空き地
バンクは名前だけ知っていたのですが、どのように活用し
ていいか分からず…。もし知っていたら、空き家・空き地
バンクの制度を使っていたかもしれません！

06 07

1

2

3 4



田原市での暮らしはどうですか？

最初に思ったのは、野菜が新鮮で美味しい＆安いという
こと。近所で畑を持っている人からいただくことも多々あ
り、玄関に野菜が置いてあった時はびっくり！とても嬉し
かったです。また、近所の人とのつながりや会話もあるの
で、安心して暮らすことができます。昨年からより自然に
近い生活をしたいと、野菜を育てたり、マンゴー栽培に挑
戦したりしています。最終目標は自給自足！自然な暮らし
が実現できるのも、田原市の魅力です。

休みの日の過ごし方を教えてください

９時頃から昼前まで海に入って、お昼を自宅で食べて、夕
方は波があればサーフィンをするルーティーンです。波が
ない日は海釣りをしています。波があっても、なくても、
自然の遊びができるのも良い環境だなと思います。

今後、田原市へ移住したいと思っている方に
一言お願いします。

サーフィンをやっていると知り合いが増えるので、田原市
の移住などの情報も入るとは思いますが、「たはら暮らし
定住・移住サポーター」に情報を聞くのも良いなと思いま
す。地元の情報など深く聞くことができるのでおすすめ
です。田原市に移住したことで、自然と触れ合うことが増
え、心も身体もリラックスでき、充実した日々を送ってい
ます。自然に感謝をしながら、サーフィンとともに、ここで
の暮らしをこれからも楽しみたいです。

⒈設計から家具まで自らこだわった自宅
のキッチン
⒉サーフポイントへは自宅から歩いて５分
⒊サーフボード置き場がある玄関
   シャワーがある中庭へ直結しています
⒋波がないときは釣りを楽しんでいます
⒌リビングにはピザも焼ける薪ストーブ
⒍庭での薪割りが日課です
⒎愛犬とはいつも一緒
⒏田原での暮らしについて楽しそうに話し
てくださいました

自
然
に
感
謝
し
な
が
ら
、

充
実
し
た
暮
ら
し
を
実
現
で
き
た
。

看護師
田邊さん編

1

7
8

4

2
35

6

サーフィンと出会い、
移住したことで暮らしがより豊かに。
海、釣り、自家菜園。心癒される日々に大満足！

サーフィンを始めたきっかけは？

父親の転勤で全国各地を転 と々巡り、金沢市で看護師
になりました。その頃はスキーをしていて、パトロール救
護隊としても活動をしていました。その後、名古屋市に
縁があって引越し、スノーボードに転向。看護師をしな
がら冬はゲレンデでインストラクターをしていましたが、
30代後半、夏のトレーニングにと始めたサーフィンに、
はまってしまいました。とても楽しくて、冬の時期も入る
ようになり、「もっとサーフィンをやりたい」「海の近くに
暮らしたい」と思うようになりました。

そこで、田原市に移住を決めたのですね。

海の近くに自宅を構えようと思い、田原市内の物件を見
たり、千葉や南伊豆、海外など、各地の移住先を調べて
は現地まで足を運んだりしていました。突然、田原市在
住の移住友達から「良い場所に土地があるよ」と連絡
が入り、見に行ってみると、サーフポイントから徒歩５分
以内で、ゆったりとした環境に一目惚れ！田原市に移住
しようと決めました。

田邊 由美 さん
京都府舞鶴市生まれ。金沢医科大学病院看護部を卒業し、看護師に。
名古屋在住の頃にサーフィンと出会い、2017年田原市へ移住。
現在は、豊橋市内の病院で看護師として勤務。

P8

田原市に移住を決めたきかっけとは？
東京に住んでアーティストとして活動をしていたとき、仕事は充実し
ていたにもかかわらず、海から離れた暮らしでは、満たされない思
いがありました。
海の近くに住みたいという思いが強くなり、移住先を探す中で、徳
島のローカルサーファーや、徳島の地元の人たちに出会い、その後
の私の生き方が変わりました。『地元』を大切にして盛り上げてい
こうという徳島の人たちにならって、私も地元である愛知県で活動
をしていこうという気持ちになりました。
伊良湖は愛知県随一のサーフポイントでもあることから移住を意
識し始め、赤羽根には自分の街を良くしていこうと行動している人
がいて、私が目指しているコミュニティがそこにあると感じました。
東京から徳島、その後に刈谷市に引っ越し、東浦町にて夫婦で住
み始め、お互いに「田原市に住もう！」と思いました。

物件探しも兼ねて赤羽根に週に１～２回通っていましたが、それで
は少なくて。いい波には、サーフポイントの近くに住んでいないと乗
れないのです！アートの仕事が忙しく、「今日はいい波だよ」と友達
から連絡が来ても赤羽根の海に行けず、いい波にも乗れず、もどか
しさがありました。
最初は空き家バンクに登録して、自分たちの足で探していたところ、
「たはら暮らし定住・移住サポーター」の小川さんに出会い、空き
家の情報をいただきました。空き家の持ち主の方ともつないでいた
だき、ご縁があって購入することができました。

冬でも日差しが強くて夏のようです。土地が広く、のびのびと作品
制作ができるのが良い環境だと思いました。何よりもサーフポイン
トの海に近いですし、サーファーを受け入れてくれる地域の雰囲気
や、コミュニティもできつつある所が良いですね。
これからは、アートと農業で自給自足の暮らしなど、自分のペース
で生活していきたいです。

理想の住まいに出会ったと伺いました

田原市の印象はどうですか？

自らも移住者である
「たはら暮らし定住・移住サポーター」が

同じ目線でアドバイス！
まずは田原市企画課へご連絡をお願いします。

相談内容により、たはら暮らし定住・移住サポーターをマッチングし、ご紹介します。

田原市企画課 ☎0531・27・7978
メール  jinkou@city.tahara.aichi.jp

私
た
ち「
た
は
ら
暮
ら
し
定
住
・
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
」
が
縁
で
、
田
原
市
に
移
住
を
決
め
ま
し
た
！

人との出会いで、
生き方が
変わりました

（愛知県刈谷市出身／アーティスト）
               

野村 佳史さん   瑠都さん   ご夫妻
（愛知県阿久比町出身／アーティスト）

たはら暮らし定住・移住サポーターの小川さん（左）に移住の相談

08 09



住むところ×
地域とのつながり
＝定住・移住

佐藤■19年ほど前に高浜市から田原市へ、
サーフィンを暮らしの一部にしたくて移住をし
ました。家族ができて住まいを見つける時は空
き家バンクについて全く知らず、新築の家を建
てました。その後、空き家バンクのことを知り
「こんな制度があるんだ」と驚きました。

寿崎■僕は、８年前に知多市から移住してきま
した。今は田原市サーフィン協会の関連活動に
参加をしていますが、正直、空き家バンクは、
今回初めて知ったくらいで、全く知りませんでし
た。

小川■知らない人も多いかもしれないけれど、
空き家バンクのことは広報に載っていたと思う。
けれど、隅々まで広報を見ていないと、文字だ
けの紹介だったので、何か伝える“すべ”は必要
なのかもしれないですね。

森屋■僕も同じように、７年ほど前に広報を見
て知りました。当時はまだ出だしの段階で、物
件数も少なく、海まで少し距離があったりと、
サーファーにとって魅力のない家ばかり（笑）。
今住んでいる家は、知人から紹介してもらった
空き家を購入しました。

玉越■私たち地域住民も、空き家バンクに対
する知識がとても少ないのが現状です。そもそ
も住まいは先祖代々から受け継いだもの。空き
家となるのは、「住み続けることが全くできな
い」という状況なので、なかなか空き家が出て
こないですね。

那須■ニーズはとても高いと思います。もっとこ
の制度を移住サーファーに知ってもらいたいと
思っています。そのためには、広報・ホームペー
ジ以外でも、サーフショップや飲食店、コンビ
ニなど、サーファーが訪れる場所に、空き家バ
ンクについて発信するモノがあれば良いのかな
と思っています。

森屋■僕が住む地域では、２ヶ月に１回ほど
「瀬古」と呼ばれる集まりがあります。15軒ほ
どが持ち回りをして、自宅に地域の人たちを招
いて、お茶を飲みながら話すことにより関わり
合いが深くなりました。

那須■僕は、地域の「役」を積極的に受けまし
た。いろんな手伝いをすることで、地域の人た
ちと繋がっていきました。

小川■僕も同じように役をしたり、最近では、
子どもが通う学校のPTAや子ども会の代表に
なりました。子どもが安心できる町を目指して、
地域の人たちと協力しています。

中村■移住サーファーとの繋がり方という部分
では、サーファーとして限定した見方ではなく、
一人の住民として、若い人が地域の行事に参加
してくれることはとても嬉しいことです。小学
校の運動会では、若い世代が来ることで活性
化にも繋がります。

藤城■以前ロングビーチで、サイレンを鳴らし
て避難訓練をした時がありました。ほとんどの
サーファーが避難訓練に参加し、とても嬉し
かったです。今のサーファーはとてもマナーも
よく、人との繋がりも大切にするので、住民とし
て嬉しいですね。こういう会を通して、若い人
（サーファーも含め）と地元住民が、しっかりと
話し合うことで、移住や空き家バンク、働き方
など、共有しあうことが大切だと、改めて感じま
した。

空き家バンクの
ニーズの高さはあるか？

地元の人と
移住サーファーとの
繋がり方や、
地域との関わり方は？

空き家・空き地バンク制度
あることを
知っていましたか？

小川■空き家バンクアプリなどがあれば良い
かも。また、海外では敷金・礼金がいらない家
もあり、海外のサーファーは気軽に住まいを見
つけることも。田原市に来るサーファーは、夏
だけ来る人もいるので、とりあえず住んで「田原
市が好きだな」と思ったら定住へ。まずは好き
になることが大切！

寿崎■移住サーファーにとって空き家バンクは
とても魅力的だと思います。しかし、先ほど
玉越さんが言ったように、「住まいは先祖代々
から受け継いだもの」「地域の住民が空き家
バンクの制度を知らない」ということは、空き
家バンクを活用したくても、空き家がなかな
か出てこないことに繋がるかも。家を手放して、
誰も住まなくなって、雨で住まいが朽ちて住め
なくなって、取り壊す。その流れが一番もっ
たいないですよね。地域みんなで空き家バン
クを広めないといけないのかもしれない…。

佐藤■今働いているところでも、空き家の現
状を知ることが多く、とても難しい問題。地域、
行政、企業全てが一丸となって空き家のサポー
トができれば良いですね。

中村■赤羽根地区は市街化区域なので、若い
人が多くいる町内もあります。しかし、昔から
住んでいた場所から別のところに新しい家を
建て、昔の家を壊す人も多いので、その家を
空き家バンクなどに出すことで、また良い方向
に変わる可能性もあると思います。これから
もっと空き家が増えます。そんな時に、空き
家を活用した家族がそこに住み、小学生など
のお子様もいたら、地域全体が明るくなる！フ
レッシュで元気いっぱいの町になると思いま
す。

藤城■自治会としても、空き家になってしまう
と、雨風にさらされて朽ち果てて、ゆくゆくは
危険な建物になってしまいます。お施主さんと
地域が話をできる体制にしなくてはいけない
です。「貸したらどう？」と、一言あっても良
いと思うし、使えるうちに貸す、引き渡すこと
がその家にとっても嬉しいことだと思う。

玉越■特に若戸校区は、ほとんどがお年寄り
で高齢化社会。私たちの世代で校区を守って
いくことが困難な状況です。暮らしも考えない
といけないけれど、移住者は働くことも考えな
いといけないと思います。例えば、農業で働
く場合、新規就農したりする方もいるので、
長く使える農業施設を地域で提供したりと、
バックアップも必要だと思います。家も大切で
すが、雇用面もしっかりと考えて、生活全体
がバックアップできる制度を設けることが必要
なのかもしれません。

●市外に１年以上居住し転入……………………………… 20万円
●市内の社宅・賃貸住宅等に5年以上居住し転居… 20万円
●上記以外………………………………………………………… 10万円  

　

物件の情報発信

物件の
登録申請

利用登録
申請

仲介依頼

交渉・契約交渉・契約

本人又は配偶者が45歳以下の方
対象住宅の所有権を２分の１以上有する方

●空き家を活用される方へ

空き家改修補助金

対象者

対象者

奨励金

奨励金に
加算する額

条件

対象住宅

対象経費

補助金の額

❶所有者…

❷所有者…

❸賃借人…

❶空き家バンクに登録されている一戸建ての空き家
❷売買契約又は最初の賃貸借契約の締結から
　6ヶ月以内に工事完了できる建物
❸昭和56年6月以降に建てられた建物又は
　昭和56年5月以前に建てられた建物で下記要件の
　いずれかを満たすもの

定
住
・
移
住
を
お
考
え
の
方
へ        

ぜ
ひ
田
原
市
の
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い　

台所、トイレ、風呂、下水接続等の設備工事
及び内装工事、屋根及び外壁工事等

補助対象経費の½ ……………………………… 限度額 ５０万円
※市内建設業者が改修した場合は限度額 6０万円

対象物件

お問い合わせ ： 田原市役所　建築課  ☎0531-23-3684

お問い合わせ ： 田原市役所　建築課  ☎0531-23-3527

詳細は、田原市役所　建築課へお問い合わせをお願いします。

田原市内において自ら取得（権利登記）する新築住宅又は建売住宅で、
次の要件をすべて満たすもの

●義務教育終了前の子が同居…………………………… 10万円
    ※子育て加算分のみ、たまぽカードポイント等により支給 
●赤羽根・福江市街化区域、夕陽が浜、光崎で取得… 10万円 
●市内建設業者が建築……………………………………… 20万円

●取得後５年以上定住すること
●世帯全員に市税等の滞納がないことなど

TAHARA
CITY

AICHI

（※以下、空き家バンク）

空き家を自ら改修して10年以上居住できる者

所有者の了解を得て、空き家を自ら改修して
10年以上居住することができる者

空き家を自ら改修して10年以上賃貸の目的として
使用することができる者

ａ）耐震診断が1.0以上の結果だった建物
ｂ）耐震改修工事が完了した建物
ｃ）今回の改修と耐震改修工事を同時に施工する建物
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定住・移住するには「住むところ」と
「地域とのつながり」が大切。
そこで田原市に住む地域代表の 3 名と田原市へ
移住してきた 5 名のサーファーが
「空き家・空き地バンク制度」や「地域とのコミュ
ニティ」について意見交換会を開催。
それぞれが考える本音を初めて
話し合ってくれました。

高松コミュニティ
協議会会長

藤城
孝行さん

若戸校区コミュニティ
協議会会長

玉越
宏利さん

大阪市住吉区
から移住

小川
史さん

愛知県知多市
から移住

寿崎
雅幸さん

赤羽根校区コミュニティ
協議会会長

中村
文紀さん

岐阜県多治見市
から移住

那須
憲治さん

埼玉県川越市
から移住

森屋
政則さん

愛知県高浜市
から移住

佐藤
巧さん

地
域
代
表（
平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
会
長
）

移
住
サ
ー
フ
ァ
ー
代
表

空
き
家
・
空
き
地
を

貸
し
た
い
人
・
売
り
た
い
人

空
き
家
・
空
き
地
を

借
り
た
い
人
・
買
い
た
い
人

田
原
市

宅
地
建
物

取
引
業
者

利用登録者物件登録者

●若者・子育て世代の皆さんへ

 田原市定住・移住促進奨励金制度

空き家・空き地バンク制度

●建築基準法に基づく確認済・検査済の物件 
●居住用面積が70㎡以上 
●取得価格が500万円以上
※住宅又は店舗等との併用住宅を対象   ※既存住宅の増改築は対象外

（2018年７月に開催）


